
『大
乗
荘
厳
経
論
』
発
心
品

の

一
考
察

舟

橋

尚

哉

『
大

乗

荘
厳

経
論

』

の
第

四
章

発

心

品

(
o
ig
o
tp
a
d
a
d
h
ik
a
r
a)

は
菩

薩

の
発

菩

提

心

の
問
題

を
論

ず

る
重

要

な

章

で
あ

る

と

思

わ
れ

る
。

初

め

に
発

心

の
特

質

(
oig
o
tp
a
d
m
t
-m
k
s
gn
m
)

に

つ
い

て
説

か
れ

て

い

る

が
、

第

二
偶

に

お

い
て

は
発

心

の
差

別

(
o
ig
g
p
a
d
e
p
h
mb
h
e
d
m
)
が

説

か
れ
、

発

心

と
十

地

の
関

係

が

明

確

化

さ

れ

て

い
る
。

「
か
の
発
心

(o
ig
o
tp
ad
m
)
は
諸

地
に
お
い
て
、

(一
)

信
解

な
る
も

の
と
、

ま

た
(二)
清
浄
な

る
増
上
意
楽
な
る
も

の
と
、
(三)
異
熟

な
る
も
の
と
、

同
様

に
(四)

(1
)

障
を
離
れ
た
も
の
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
」
(第
二
偶
)

と
説
か
れ
、
世
親
釈
に
は
次
の
如
く
説
か
れ
て
い
る
。

「
諸
菩
薩
の
発
心
は
四
種
で
あ
る
。
(一)
信
解
行
地
に
お
け
る
信
解
な
る
も
の

(2
)

と
(二)
七

つ
の
地
に
お
け
る
清
浄

な
る
増
上
意
楽
な
る
も

の
と
(三)

第
八
地
等

に

(
3
)

お
け
る
異
熟
な
る
も
の
と

仏
地
に
お
け
る
無
障
な
る
も
の
と
で
あ
る
」

い
ま
こ
れ
ら
の
菩
薩

の
発
心
を

『鍮
伽
論
』

の
上
で
見
る
な
ら
ば
、

(
4
)

宇
井
博
士
も
関
説
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
『
鍮
伽

論
』
巻
三
十

七

の

成
熟
品
に
は
次

の
如
き
記
述
が
見
ら
れ
る
。

「
そ
の
中
、
成
熟
せ
し
め
る
諸
の
プ
ト
ガ
ラ

(p
ud
g
g
a)
志
鳳
如
何
ん
。

略
し
て
六
種
で
あ
る
。
菩
薩
の
六
つ
の
地
に
住
す
る
諸
菩
薩
は
諸
衆
生
を
成

熟
さ
せ
る
。

(一)
勝
解
行
地
に
住
す
る
勝
解
を
行
ず
る
菩
薩
と
、

(二)
清
浄
な
る
勝
意
楽
の
地
に
住
す
る
、
清
浄
な
る
勝
意
楽
の
菩
薩
と
、

(三)
正
行
を
行
ず
る
地
に
住
す
る
、
正
行
を
行
ず
る
菩
薩
と
、

(四)
決
定
地
に
住
す
る
、
決
定
に
堕
す
る
菩
薩
と
、

(
5
)

(五)
決
定
し
て
正
行
を
行
ず
る
地
に
住
す
る
、
決
定
し
て
正
行
を
行
ず
る
菩

薩
と
、

(6
)

(六)
究
寛
に
到
達
す
る
地
に
住
す
る
、
究
寛
に
到
達
し
た
菩
薩
と
で
あ
る
」

こ
こ
に
は
六
種
の
菩
薩
と
し
て
0
勝
解
を
行
ず
る
菩
薩
(二)
清
浄
な
る

意
楽
の
菩
薩
(三)
正
行
を
行
ず
る
菩
薩
画
決
定
に
堕
す
る
菩
薩

決
定
し

て
正
行
を
行
ず
る
菩
薩

究
尭
に
到
達
し
た
菩
薩
が
説
か
れ
て
い
る
。

ま
た

『
鍮
伽
論
』
巻
四
十
九
地
品
に
は
次

の
如
く
説
か
れ
て
い
る
。

「
こ
れ
ら
已
に
説
か
れ
た
如
き
十
三
住
に
随
行
し
た
七
つ
の
地
は
知
ら
る
べ

き
で
あ
る
。
六
種
の
菩
薩
地
と
、

一
〔種
〕
は
混
合
し
た
菩
薩

・
如
来
地
で

あ
る
。

種
性
地
と
、

勝
解
行
地
と
、

清
浄
な
る
勝
意
楽
地
と
、

正

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
七
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第

二
號
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『
大
乗
荘
厳
経
論
』
発
心
品
の
一
考
察

(舟

橋
)

行
を
行
ず
る
地
と
、

決
定
地
と
、

決
定
し
て
行
ず
る
地
と
、

究
寛
に

到
達
し
た
地
と
、
こ
れ
ら
七
つ
の
菩
薩
地
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
最
後
〔
の
地
〕

(7
)

は
雑
地
で
あ
る
」

『
喩
伽
論
』

の
六
種
菩
薩

・
七
種
菩
薩
地
に
関
連
さ
せ
て

『大
乗
荘

厳
経
論
』

の
四
種

の
菩
薩

の
発
心
を
考
え
る
な
ら
ば
、
次

の
如
く
な
る

か
と
思
う
。

(便
宜
上
、
漢
訳
を
用
う
る
こ
と
に
す
る
。)

七
種
菩
薩
地

の

浄
勝
意
楽
地
は
極
歓
喜
地
と
あ
る
か
ら
初
歓
喜
地

に
相
当
す

る
と
考
え
ら
れ
、

行
正
行
地
は
有
功
用

・
無
相
住
と
あ
る

か
ら
第
二
地
-
第
七
地
に
相
当
し
、

こ
れ
ら
は

『
荘
厳
経
論
』
の
四
種

発
心
で
は

浄
依
発
心

の
七
つ
の
地
に
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
的
決
定

地
は
無
功
用

・
無
相
住
と
あ
る
か
ら
第
八
地

に

相

当

し
、

決
定
行

〔
正
行
〕
地
は
無
磯
解
住
と
あ
る
か
ら
、
第
九
地
に
相
当
す
る
と
考
え

ら
れ
、
こ
れ
は

報
得
発
心
に
対
応
し
て
い
る
。

到
究
寛
地

は
第
十

地
で
あ
る
と
と
も
に
如
来
地
で
も
あ
る
か
ら
、

報
得
発
心
と

無
障

発
心
と
に
対
応
す
る
。

(
8
)

こ
の
他
、
発
心
品
に
は
宇
井
博
士
も
指
摘
さ
れ
て
い

る

よ

う

に
、

『十
地
経
』
(U
m
s
g
b
h
q
m
i
m
u
g
m

)
と
の
関
係
を
示
す
興
味
あ
る
記

述
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
十
二
偶

a
-
b
に
は
、

鍮
伽
論
巻
三
十
七

鍮
伽
論
巻
四
十
九

『大
乗
荘
厳
経
論
』
第
四
章
発
心
品

〔巻
三
十
七
〕

(六
種
菩
薩
)

(七
種
菩
薩
地
)

(四
種
の
発
心
)

(一)

種
性
地

(一)

勝
解
行
菩
薩

(二)

勝
解
行
地

(一)

信
解
発
心

(二)

浄
勝
意
萎
、
薩

(三)

浄
勝
意
楽
地

(初
地
)

(二)

穣

発
心

(三)

行
正
行
菩
薩

四

行
正
行
地

(第
二
地

第
七
地
)

(四)

堕
決
定
菩
薩

.

(五)

〔堕
〕
決
定
地

(第
八
地
)

(五)

決
定
行
正
行
菩
薩

(六)

決
定
行

〔正
行
〕
地

(第
九
地
)

・

口

報
得
発
心

(六)
.
到
究
尭
菩
薩

.

(七)

到
究
寛
地

(第
十
地

・
如
来
地
)

・

四

無
障
発
心

〔

〕
内
は
鍮
伽
論
巻
三
十
七

(

)
内
は
宇
井
博
士
の
註
参
照
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(
9
)

(10
)

と
あ

り
、

p
r
m
d
u
m
m
g
a
d
g
s
a
(
大
な
る
十
種

の
願

い
)

と

な

っ

て

やけ
 

い

る
が
、

世

親

釈

に

は

鉱
g
s
g
m
m
h
a
p
h
g
d
u
m

(
十
の
大
願
)

と

な
やね
 

っ
て
い
る
。
こ
の
方
が
自
然
の
形
で
あ
り
、
『十
地
経
』

の
梵
本
に
も
、

am
m
p
r
a
n
i
d
h
a
u
m
m
k
u
i

と
な

っ
て

い
る
。

も

っ
と
も
そ

の
直

や
お
 

後

で
は

m
g
h
a
p
r
m
d
u
a
u
i
d
m
s
m
b
i
r

と
な

っ
て
い
る
が
、

こ
れ

は

d
m
sm
が

コ
ン
パ
ウ
ソ
ド
で
続
い
て
い
な
い
か
ら
で
あ
り
、
従

っ
て

コ
ソ
バ
ウ
ソ
ド
に
す
れ
ば

d
gsm
m
h
a
p
h
m
h
a
u
と
い
う
形
が

自

然
だ
と
思
う
。

こ
の
よ
う
に

『
荘
厳
経
論
』

の
梵
本
と

『十
地
経
』

の

梵
本
と
は
同
じ
用
語
で
あ
り
、
更
に
漢
訳
に
は
「
如
十
地
経
説
」
(大
正

(14
)

三
二
、
五
九
六
b
)
と
あ

る
よ
う
に
、

こ
の
所
説
が

『十
地
経
』
と
の

関
連
で
説

か
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
発
心
品
は
菩
薩

の
発
菩
提
心
を
説
く
重
要
な
章
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
比
較
的
短

い
章

(梵
本
六
頁
)
で
あ
る
に
も

か

か
わ

ら
ず
、
ど
う
い
う
わ
け
か

い
S
v
i
本

の
テ
キ
ス
ト
に
は
間

違

い
が

多

い
。
L
e
v
i
の
テ
キ
ス
ト
自
体
が

間
違

っ
て
い
る
た
め
、

宇
井
博
士
も

「
梵
文
に

(sk
.p
.
7
,

)
に

g
k
saqpg
t

と
あ
る
の
が
よ
く
は
判
ら

やお
 

やあ
 

な
い
」
と
い
っ
て
お
ら
れ
る
が
、

こ
こ
は
ネ
パ
ー
ル
写
本
並
び
に
チ
ベ

(17
)

ッ
ト
訳
を
見
れ
ば
容
易
に
解
決
す
る
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
発
心
品
の

思
想
を
考
察
し
な
が
ら
、
特
に

L
s
v
i
本
の
テ
キ
ス
ト
の
中
で
訂
正
す

べ
き
点
を
指
摘
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

ま
ず
初
め
に
発
心
の
決
択

(oig
o
tp
ag
viu
isoay
a)
に
関
す
る
四
偶

の
中

の
第

二
番

目

の
偶
、

す

な

わ

ち
第

四

偶

の

P

v
i
本
、

p
.
1
,

這

の

p
r
g
tis
h
a
s
i
k
m
 
m
m
v
r
t
i
h

で
あ

る
が
、

N
S
本

(1
s
b
,
 
4
)

も

N
o

本

(
U
b
.
N

)
も

い
ず

れ

も

p
r
m
t
i

h
o
d
a
rm
s
m
m
v
r
tih

と

な

っ

て

い

て
、

s

g

で

は
な

く

a
h
m

で
あ

る
。

チ

ベ

ッ

ト

訳

は

r
qp
y
a

o
h
e
u

(
影
印
北
京
版

61
1

2
1

4
、
デ

ル
ゲ
版

)
で
あ

る

か

ら
、

こ
れ

も

u
q
a
h
m
の
訳

で
あ

ろ

う
。

こ

こ

は
偶

頬

で
あ

る

の
で
韻

律

の
上

か

ら

も

考

察

し
な

く

て

は
な

ら

な

い
。

L
e
v
i
本

の
ま

ま

の

p
rm
tis
 

sir
s
a

m
v
t
i
hで
も
、

訂

正

後

の

p
h
m
tis
 

sa
m
v
rtih

で

も
、

と

も

に

s
r
k
g

の
第
二

形
式

p
a
th
y
a

と

合
致

し

て

い

る

か
ら
、

シ

ラ
ブ

ル
の

上

か
ら

は
全

く

問

題

が

な

い
。

そ

れ

で
は

L
s
v
i
は
何

故

s
i

と

読

み

間

違

え

た

の

で
あ

ろ

う

か
。

N
s
本

(
1
s
b

4
)

の
上

で

d
a
h
a

の

h

の
下

に
写

本

で

は

五
行

目

の
、
s
m
u

の
二
重

母

音

記

号

の

斜

線

が

あ

り
、

一
見

h
と

斜

線

と

が

結

合

し

て

ご

に
見

え

る

た

め

s
a
k

か

d
a

の

よ
う

に
も

見

え

る
。

L
e
v
i
は

お
そ

ら

く

長
行

に
S
i
s
a
v
a
r
g
p
h
m
-

tist
h
m
h
(Sk
.p
.1
,
 N
.B

)
と

あ

る

の
を
見

て

s同貯

と

解

し

た

の

で

は

な

か

ろ
う

か
。

し

か

し

長

行

の

チ
ベ

ッ
ト
訳

は

ts
h
k
h
r
s

(影
印

北
京
版

61
-

3

-
、
デ

ル
ゲ
版
昌

)

で
あ

る

か

ら

s
k
.

で

よ

い

が
、

偶

の

チ
ベ

ッ
ト

訳

は

h
qp
y
m
o
g

で

あ

る

か

ら

当

然

サ

ソ

ス

ク

リ

ッ
ト
も

a
r
m

が

想

定

さ

れ

る
。

し

か

も

ネ

パ

ー

ル
写

本

に

は

u
d
a
rm
と

あ

る

の
で

あ

る

か
ら
、

こ

こ

の

sik

は

a
r
m

に
訂

正

す

べ
き

で
あ

ろ

う
。

次

に
発

心

の
決

択

(
o
ig
o
tp
a
d
a
v
iu
is
oa
y
a
)

に
関

す

る

四
偶

の
中

の

『大
乗
荘
厳
経
論
』
発
心
品
の
二
考
察
 
(舟

橋
)
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『
大
乗
荘
厳
経
論
島
発

心
品

め
一
考
察
 
(舟

橋
)

第

三
の
偶
、

す

な

わ

ち
第

三
偶

の
長

行

に
相

当

す

る

L
e
v
i
本
、

p
.

へ

一

の

n
a
u
m
p
m
r
y
e
y
a
k
a
r
e
 
t
g
n
a
u
a
m
b
g
u
a
t
r

で
あ

る

が
、

N
m
本

(1
4
a

)
も

N
o
本

(
U
b
.

)
も

と

な

っ
て

い
る
。

そ

れ

で

は

チ
ベ

ッ

ト

訳

(
影
印
北
京
版

61
-

2
-

8
、

デ

ル
ゲ
版

)

は

ど
う

か
と

い
え

ば
、

と

な

っ
て

い
て

明

ら

か

に
a
g
m
b
m
u
m
h
p
m
r
y
e
で

に
相

当

す

る
語

が

見

出

さ
れ

る
。

従

っ
て

こ

こ

は

a
g
m
b
m
u
g
。
p
m
hy
e

で

を
補

っ

て
読

む

べ
き

で
あ

ろ

う
。

ま

た
受

世
俗
(
s
a
m
a
g
u
a
s
a
m
k
e
t
i
)
の

発
心
(
o
i
g
t
p
a
d
a
)
に
関
す

る

偶
、

す

な
わ

ち

第

七

偶

の
長

行

の

い
S
v
i
本
、

p
.
 15

の

iv
g

で
あ

る
が
、

z
s
本
(
1
4
m
,
 
N
)
もz
o
本

も

と

も

に

e
v
a

と

な

っ
て

い
る
。

チ

ベ

ッ
ト
訳

に
も
t
s
h
e
h
d
i
n
i
(
影印
北
京
版

61
-

3
-

7
、

デ

ル
ゲ
版

1

m
)
と

あ

っ
て

n
id

が

あ

る

か

ら
、
d
g
q
p
o
本

(p
.
1
9

N

s
)

は

iv
m

の
ま

ま

で

は
あ

る

が
、

こ

こ

の

iv
m

は

e
v
a
と

訂
正

し

た
方

が

よ

い
と

思

う
。

そ

の
直

前

の

m
s
v
i
本
、

p
.
1
、

s

の

v
a
t
t
mで
あ
る

が
、

こ

(
18
)

こ
は

長

尾
博

士

が

チ
ベ

ッ
ト
訳

に
よ

っ
て

訂

正

さ

れ

て

い

る

よ

う

に

v
a
tm
d
qp

tr
m

の
方

が

よ

い
。

な

ぜ

な

ら
、

z
s
本

(

5
)
は
不

鮮

明

な
が

ら

一
応

y
a

tm
d
qp
o
g
m

と
読

め

る

し
、

Z
o
本

(
HN

)
は

v
a

tm
q
g
o
g
m

の

よ
う

に
見

え

る
。

し

か
.も

こ

こ
は

長

尾

博

士

も
指

摘

さ

れ

て

い

る

よ
う

に

チ
ベ

ッ
ト
訳

が

鉱
e
h
i
r
iqg
m
。
(
影
印
北
京
版

61
-
3

-
6
、
デ

ル
ゲ
版

-

と

あ

る

の

で
あ

る

か
ら
、
当
然
t
g
q
o
t
r
m
が

想

定

さ

れ

る
。

従

っ
て

こ

こ
は

長
尾

博

士

の
訂

正

で

よ

い

こ
と
が

ネ

パ

ー

ル
写

本

の
上

か
ら

も
裏

づ

け

ら
れ

た

と

い

え

よ
う
。

次

に
讐

喩

の
偉

大

に

つ
い

て

の

六
偶

の
中

の
第

二
偶
、

す

な

わ

ち
第

十

六

偶

a
の

L
e
v
i
本
、

p
.1
、

7

の

b
h
n
y
o

で

あ

る
が
、

z
s
本

(

m
.
 N
.6
)
で

は

Un
e
y
o

と

な

っ
て

い

る
。

z
o

本

(
お
b

9
)
も

三

見

Ue
y
o

に
も

見

え

る
が

Un
o
y
o
で
あ

ろ

う
。

チ

ベ

ッ
ト
訳

も

s
e
s
b
y
m

(影
印
北
京
版

61
1

5
1

5
、
デ

ル
ゲ
版

1

b
切)

と

な

っ
て

い
る

か
ら
、

や

は

り

e
y
o

の
訳

の
よ
う

で
あ

る
。

こ

こ

は
偶
、頬

で
あ

る

の

で
韻

律

も

考

え

な

く

て

は
な

ら

な

い
。

こ

の
偶

は

a
r
y
a
調

の
偶

で

あ

る

か

ら
、

u
h
u
y

を

、
j
e
y
o
に
訂

正

し

て
も

シ

ラ
ブ

ル

の
点

か
ら

は
全

く

問

題

が

な

い
。

更

に

こ

の
第

十

六
偶

に
は

s
e
s
b
y
m

の
個

所

が

ニ

ケ
所

あ

り

(影
印

北
京
版

61
1

5
1

5
と

6
、
デ

ル
ゲ
版

置
O
b
.

O
b
.)
十

六

偶

C

で

は

s
k
.
 Un
e
y
o

と

な

っ
て

い
る
。

従

っ
て
第

十

六
偶

a
も

s

e
y
o

の

可
能

性

が
強

い
と

思

わ
れ

る
。

そ

れ

故
、

こ

こ

の

b
h
q
y

は

Un
e
y
o

に
訂

正

す

べ
き

で
あ

る
と

思

う
。

こ

の
第

十

六
偶

の
長
行

の

L
s
v
i
本
、

p
.
 19
、

の

sm
r
v
a
u
i

p

r
ip
a
ta
i

で
あ

る
が
、

宇

井

博

士

は

切

の

非

可

愛

事

が

落

ち

か

か

っ
て

も

(宇
井
博
士
著
八
八
頁
参
照
)
と

訳

し

て

お

ら

れ

る
。
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し

か

し

U
p
m

ip
a
拭

と

い
う

の
は
少

し

お

か

し
な

用

語

だ

と

思

っ
て

調

べ
て

見

る

と
、

z
s
本

(
5
b
,
 N
.
 
6
)

は

明

ら

か

に
u
p
u
i
p
a
t
と

な

っ
て

い
る
。

z
o
本

(
1s
a
.
 N
.0
)
は
u
p
p
a
t
m

か

u
p
g
r
i
m

か

は

っ
き

り

し

な

い
が
、

チ
ベ

ッ
ト
訳
は
h
b
y
u
n
b
m
(
影
印
北
京
版
62
1

1
-

5
、
デ

ル
ゲ
版

4
1
a
4)

で
あ

る

か

ら
、
u
tp
m
m

と

か

g
p
a
a

と

か
「

生
ず

る
」

の
意

で
あ

り
、

U
p
m
u
ip
a
tm

(
生

ず

る

)
の
意

に
近

い
。

更

に

u
p
g
h
ip
a
tm
を

u
p
m
u
ip
a
tg
に
訂

正

す

る
根

拠

を

見

出

そ

う

と

思

い
、

宇

井

博

士

の
「

梵

漢
対

照

菩

薩

地

索

引
」

で

u
p
i
p
a
t
aの
用

例

が

あ

る

か
ど

う

か
を

調

べ

て
、見

た
。

(
勿

論
、

u
p
m
r
ip
a
tm
と

い
う

珊

例

は

な

い
。
)

す

る
と

二
、

三

ケ
所

見

出

さ

れ

る
。

荻

原

本

の

s
h
.
p
.

ホ

で

は
、

d
a
h
id
h
y
q
p
m
p
a
t
g
と

あ

り
、

N
.
4

で

は

山
m
u
rb

ly
o
p
m
u
ip
a
t
g

と
あ

り
、

m
k
.
 p
.

5
1
,
 
6

で

は

d
u
h
k
h
q
p
a
u
ip
a
tm

(
苦
を
生
ず

る
)
と

な

っ
て

い
る
。

し

か
も

こ

こ

の
用

例

で
あ

る

m
u
is
tq

p
m
n
ip
a
t
m
(
非
愛
を
生
ず
る
)
も

チ

ベ

ッ
ト
訳

に

は

n
m
m
n
a
h
b
y
g

b
m
.(辛
苦
を
生
ず

る
)
と

訳

さ

れ

て

い

る

か

ら
、

こ
れ

ら

の
鍮

伽

論

菩

薩

地

の
用

例

と
非

常

に

よ
く

似

て

い

る
。

従

っ
て

こ

こ

の

u
p
m
r
ip
a
t
m

は

u
p
m
u
ip
a
t

に
訂

正

す

べ

き

で

あ

る

と

思

う
。

(
た
だ
し
喩
伽
論

の

d
u
h
k
g

p
au
ip
a
tg

の

u
p
au
ip
a
ta

に
相

当

す

る
チ
ベ

ッ
ト
訳

は

p
r
a
d
p
a

(デ

ル
ゲ
版

-
s
s
b
-)

で
、

そ

の
他

の

u
u
a
u
ip
a
tg

は

h
g
y
q
r

(
デ

ル
ゲ
版

1
3
1
m
,
 1s

)

で
あ
る
か
ら
、

こ
こ

の
チ
ベ

ッ
ト
訳

h
b
y
u
n

と

必
ず

し

も

一
致

は
し
て
い
な

い
。
)

こ

の
す
ぐ

後

の

第

十

九

偶

の

長

行

の

L
s
v
i
本
、

p
.
 17
,
 b

qp
m
u
d
v
o
p
g
m
a
h
u
d
m

で
あ

る
が
、

サ

ソ
ズ

ク

リ

ッ
ト
文

法

の

(19
)

上

か

ら

い

え
ば
、
「

a
以

外

の
母

音

の
前

で

m
s
は

a
と

な

る
」

は
ず

と

思

い
ネ

パ

ー

ル
写

本

を

調

べ

て

見

る

と
、

z
s
本

(
16
,
 N
.5
)
も

N
o
本

(1
5
b
,

)

も

q
m
u
d
h
g
r
v
o
p
m
 

u
d
m
k
m
l

と

な

っ
て

い
る
。

従

っ

て

こ

こ

は
文

法

的

に
も
、

ま

た

ネ

パ

ー

ル
写
本

の
上

か

ら
も

q
p
m
m
a
h

u
d
m

-

は

q
p
m
m
m
u
d
m
k

と

訂

正

す

べ

き

で
あ

ろ

う
。

そ

の
直

後

の
第

二
十

偶

の
長

行

で
あ

る
,
 L
s
v
i
本

p
.
 17
,
 
6
-

7

の

s
m
r
v
m
s
g
t
v
h
t
h
m
r
i
y
a
t
m
d

で
あ

る
が
、

N
s

本

(
1
6
b
,

)

で

は

や

や

不
明

瞭

で
あ

る
が
、

v
m
s
m
t
v
a
r
t
h
 
h
i
y
a
u
t
a
の
よ

う

で
あ

り
、

N
o

本

(1
5
b
,

)

で

は

sa
h
v
m
s
m
t
v
a
h
t
 
k
h
i
y
a
m

t
m

と

な

っ
て

い

る
。

従

っ
て

k
riy
a

で

は

な

く

k
h
iy
a
n
a
m

と

p
h

で
読

ん

で

い

る
。

こ

の
こ

と

は

チ

ベ

ッ
ト
訳

で
も

d
o
u
b
y
m

r
u
a
m
s
 
e
k

(影
印
北
京
版

62
1

2

8
、
デ

ル
ゲ
版

1
4
b
5)
と

な

っ
て

い
て
、

や

は
り

p
.

の
よ

う

で
あ

る
。

従

っ
て

こ

こ

の

k
r
iy

億

k
r
iy
a
n
a
m

に
訂

正

す

べ
き

で
あ

ろ
う
。

同

じ
く

第

二
十

偶

の
長
行

の

L
e
v
i
本
、

p
.
1
7
,
 

の

a
h
y
a
k
s
m
-

y
m
u
m
tis
q
g
e
、
k
s
m
qp
m
ta
u
u
s
a
h
e
n
g
l
は
宇

井

博

士
が
「

梵

文

に

g
h
s
g

qp
m
tm

と

あ

る

の
が

よ

く

は
判

ら

な

い
」
(
宇
井
博
士
著

六
〇

三
頁
参
照
)
と

い
わ

れ

る

個

所

で

あ

る
が
、
z
s
本

(

b
 Nb

)
も

z
o
本

(
に

N
.1)
も

、

k
s

ta
と

な

っ
て

い
る
。

チ

ベ

ッ
ト
訳

も

m
i
p
m
n
i
d

(
影
印
北

京
版

62
1

2
1

8
、
デ

ル
ゲ
版
に
-
b
。)

と

な
つ

て

い
,
 
て

sk
.
 mh
s
m
y
g
ta
と

一
致

す

る

か
ら
、

こ

こ

の

k
s

は

O
h
s
m
y
t
a
に
訂

正

す

べ
き

『
大
乗
荘
厳
経
論

』
発

心
品

の

一
層考
察
 
(舟

橋
)
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『
大
乗
荘
厳
経
論
』
発
心
品

の

二
考
察
 
(舟

橋
)

で
あ

ろ
う
。

宇

井

博

士

も

こ

の

m
k
s
o
qp
g
m

の
訳

に

は
、

よ

ほ
ど

困

ら

れ

た

の
か
「

ア

ク

シ

ャ
ガ

タ

(
?

)
」
と

音

写

さ

れ
、

註

で

は
「

無

尽

行

(
?

)
」
(宇
井
博
士
著

六
〇

三
頁
)
と

さ

れ

て

い

る
。

さ

て

こ

の

a
ry
a
k
s
g
y
m
m
g
t
i
r
m
(
聖
無
尽
意
経
)

で

あ

る

が
、

『
大

集

経

』

巻

第

二
十

七
、

無

尽

意

菩
薩

品

第

十

二

く
大
正

二
三
、

三
八

四
以
下

a
)
と

『
大

宝

積

経

』
無

尽
慧

菩

薩

会

第

四
十

五

(大
正

一
一
、

六
四
八

a
以
下
)

に
見

ら

れ

る

も

の

で

あ

り
、

特

に
「

発

心
」

と
「

無

尽
」

に

つ

い
て

は
大

正

蔵

経

の

一
八

七

b
l

c
あ

た

り

に
詳

し

く

説

か

れ

て

い
る
。

従

っ
て

こ

こ

で
は
「

無

尽
」

と

か
「

無

尽

性
」

が

問

題

と

な

る

の

で
あ

り
、

こ

こ
も

m
k
s
m
y
m
t
a

(無
尽
性
)
な

ら
ば

容

易

に
理
解

で
き

る

の
で

は

な

い
か

と

思
わ

れ

る
。

次

に
苦

の
怖

畏

を
遮

す

る

に

つ
い

て

の

一
偶
、

す

な
わ

ち
第

二

十

六

偶

a
l

b

の

L
s
v
i
本
、

p
.
 1
,
 N
.

0
の

y
m
t
o

で
あ

る
が
、

z
s

本

(
17
b
、

N
.)
も

N
o

本

(
14
b
,
 N
.

)
も

y
m
d
a
と

な

っ
て

い

る
。

た

だ

N
s
本

で

は

y
m
d
a
 
s
y
g
と

表

示

さ

れ

て

い
る

が
、

Z
o
本

で
は

y
m
d
a
-

S
y
a

と

な

っ
て

い

る
。

い
ず

れ

に

し

て
も

ネ

パ

ー

ル
写

本

に

は

y
m
d
a

と

な

っ
て

い
る
。

チ

ベ

ッ
ト

訳
も
q
q
m
n
t
s
h
e
(
影印
北
京
版

62
1

4
-

8
、

デ

ル
ゲ
版

-お

b
4)
と

な

っ
て

い
る

か

ら
、
や

は
り

y
m
d
a

の
方

が

自

然

で

あ

ろ
う
。

た

だ

こ

こ

は
偶

で
あ

る

の

で
韻
律

も

調

べ
な

く

て

は

な

ら

な

い
。

こ

の
偶

の
韻

律

は

v
o
m
sm
s
th
a

で
あ

る

か
ら
、

y
m
to

(
⊂

-
)

を

y
m
q
a

(
⊂

-
)

と

訂

正

し

て

も
韻

律

の
上

か
ら

は
全

く

問

題

は
な

い
。

従

っ
て

こ

こ

の

y
m
t
o

は

y
m
d
a

に
訂

正

す

べ

き

で
あ

る

と

思
う
。

次
に
解
怠
を
非
難
す
る
に
関
す
る

一
偶
、
す
な
わ
ち
第
二
十
八
偶

c

-
d
で
あ
る
が
、
U
sv
i
本
、
p
.
 
8P
、

に
は
、

∪

∪

∪
-
∪

∪

∪

-

∪
-

一
∪
-

∪

∪

∪

-
∪
-

∪
-
∪

-

∪
一
-
∪
1
一-

一

と
あ

り
、

こ

の
偶

は

勺
u
s
p
it
a
qp
h
a

(
犯
シ
ラ
ブ

ル
+
悠

シ
ラ
ブ

ル
)

の
韻

律

で
あ

る
。

従

っ
て
本

来

な

ら

ぽ

u
t
m
a
g

(
精
進
)
と

な

る

は
ず

で

(20
)

あ

る
が
、

短
音

を

必
要

と

す

る

た

め

m
a
h
m
m

と

な

っ
た
も

の
と
思

わ

れ

る
。

し

か

し

こ

こ

の

u
ts
g
g

の
語

に

は
疑

問

が

あ

り
、

z

s
本

(1
。a

N
,
)
に
も

N
o

本

(
1
5
m
,
 0
)
に

も

u
d
y
m
m
a
m

と

な

っ
て

い

る
。

そ

こ

で
チ

ベ

ッ
ト
訳

を

見

る
と

b
rt
s
o
u

p
m

(影
印
北
京
版

62
1

5

-

6
、
デ

ル
ゲ
版

1
4
5
m
)

と

な

っ
て

い
る
。

こ

の
チ

ベ

ッ
ト
訳

か
ら

は

(
21
)

サ

ソ

ス
ク

リ

ッ
ト

は

g

s
a
h
m

も

g
y
m
m
m

も

v
iq
m

も

想

定

さ

れ

る
か

ら
決

め

て

に

は
な

ら

な

い
。

し

か

し

ネ

パ

ー

ル
写

本

が

い
ず

れ

も

u
g
y
m
m
m
m

と
読

ん

で

い

る

の
で
あ

る

か

ら
湘

こ

こ

の

u
ts
h
m
m

は

u
q
y
m
u
m
m

と

訂

正

し

た
方

が

よ

い
と

思

う
。

最

後

に
第

二
十

八
偶

の
長

行

の

U
s
v
i
本
、

p
.
 19
,
 
7
-
N
.

の

t
g
th
a
 h
i
 mv
m
p
m
r
g

m
u
d
h
m
u
m
i

で
あ

る

が
、

z
s

本

(1
,
 N
b
)
も

N
o

本

(

a

N
.
 
6
)
も

tm
t
h
a
 h
i
 s
m

s
v
m
p
m
r

m
u
d
h
m
u
o
ir
と

な

っ

て

い
て

が

入

っ
て

い

る
。

チ

ベ

ッ
ト
訳

で
も

h
d
i
t
m
h
b
d
m
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d
o
n
q
 
Q
sg

u
g
y
i
(影
印
北
京
版
62
1
5
1
7
、
デ
ル
ゲ
版
置
sa
、
)と
な

っ

て
い
て
、

e
〔U
i〕
と
い
う

mk
.
 
sg
に
相
当
す
る
語
が
入
っ
て
い
る
。

そ
れ
故
こ
こ
は

t
m
t
h
i
の
後

へ

sm
を
入
れ
て

tm
t
h
a
s
m
と

訂
正
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
如
く
、
『
大
乗
荘
厳
経
論
』

の
発
心
品
に
は
、
L
s
v
i
本
の
テ

キ
ス
ト
の
上

に
数
多
く
訂
正
す
べ
き
点
が
見
出
さ
れ
る
が
、
こ
れ
以
外

の
訂
正
す
べ
き
点
は

L
e
v
i
肯
身
が

『
荘
厳
経
論
』
の
仏
訳
を
出
糖
す

る
と
き
に
指
摘
し
て
い
る
し
、
ま
た
そ
れ
ら
を
も
含
め
て
長
尾
博
士
の

(23
)

一
覧
表
が

HU
ge
x

の

p
m
ht
o
u
e
の
初
め
に
発
表
さ
れ

て
い
る
か

ら
、
こ
れ

に
よ

っ
て
テ
キ
ス
ト
を
正
し
く
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た

宇
井
博
士
の
訂
正
や

B
mqq
o

の
訂
正
も
あ
る
が
、
今
は
な
る
べ
く
誰

も
指
摘
し
て

い
な
い
個
所
で
訂
正
す
べ
き
点
を
、
第
四
章
発
心
品
を
中

心
に
論
じ
た
に
す
ぎ
な
い
。

2
 
漢
訳

に
「
後

三
地
」

(
大

正
三
二
、

五
九
五

c
)
と
あ

る
か
ら
、

八
地
、

九

地
、
十
地
と
解

し
た
。

3
 
S
.
 Ls
v
i
本
、

p
.
 
1
4
,
 
-7
参

照
。

4
 
宇
井
博
士
「

大
乗
荘
厳
経
論
研
究
」

五
九
八
頁
参
照
。

5
 

チ
ベ

ッ
ト
訳

の
デ

ル
ゲ
版
が

d
ru
g
a

と
な

っ
て
い
る
の
で
、

荻
原

博
士

は

u
qq
p
m
で
は
な

い
か
と

い
わ
れ

る
が
、
(B
o
d
h
isa
g
v
m
b
h
u
m
i

p
.
 5脚
註
)
、
北
京
版

で
は

s
qq
hu
b
p
a

(影
印
北
京
版
-
罐
占
ゐ
)

と
な

っ
て
い
る
。

影
印
北
京
版
-
罐
占
占
、

大
正
三
〇
、

四
九
八

a
参

照
。

7
 
d
.
 W
o
q
p
i
r
a
:
 
B
d
a
g
v
a
b
h
q
m
i
 

p
.
 
5
7
,
 N
.
 参

照
。

影
印

北
京
版
N
-

5

(
デ

ル
ゲ
版
-

b
)

8
 

雫
宇

井

博

士
「

大

乗

荘

厳

経

論

研
究
」

六
〇

〇

頁

参

照
。

9
 

L
s
v
i
本
、

p
.
 5
,
 N
.
 
1
0

参

照
。

10
 

こ

の
偶

は

A
h
y
a

調

の
偶

で

あ

る

か
ら

d
m
s
gm
m
h
ap
r
m
n
i
d
u
m

の

ま

ま

で

は
韻

律

が

合

わ

な

い

の

で

(
⊂

⊂

⊂

-

⊂

⊂

と

な

る

た

め
)
、

p
rm
n
iq
h

u
g
l
m
a
h
a
d
a
sg

(
⊂

⊂
-

⊂

⊂
)

と

し

た

と
考

え

ら

れ

る
。

11
 

L
sv
i
本
、

p
.
 5
,
 Nb

参

照
。

7
.
竜

山

章

真

氏
「

梵

文

和

訳

十

地

経
」

三
〇

頁

参

照
。

13
 

K
o
u
d
o

本
、

p
.N
N
,
 

参

照
。

14
 

大

正

一
〇
、

五

三
九

b
参

照
。

15
 

宇

井

博

士
「

大

乗

荘

厳

経

論

研

究
」

六
〇

一
頁

参

照
。

16
 

Z
o

本
、

k
sa
y
m
ta

(
1
6
b
,
 N
.b
)
、
N
o

本
、

k
sm
y
ata
(
1
、

H
)

17
 

m
i
 N
ad
 p
a
n
im
 (
影

印

北

京
版
6
2
2
1
8
)

と

な

っ
て

い

て

sk
.

m
k
s
ay
a
ta

と

一
致

す

る
。

x
ii
,
 
N
.
 
1

参
照
。

19
 
J
.
 Go
u
d
m

サ
ン

ス
ク
リ

ッ
ト
語
初
等
文
法

p
.1
7
参
照
。

20
 
荻
原
雲
来
編
「

梵
和
大
辞
典
」

に
よ
る
と
、

g
sa
h
mg

に
「
精

進
」

の
訳
が
あ
る
が
、

su
g
.
 (荘
厳
経
論
)

と
あ

る
か
ら
、
こ
こ
の
使
用
例

に

基
づ

い
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ

る
。
荘
厳
経
論
に
は
こ
の

一
例

し

か

な

い
か
ら
、

も
し

こ
こ
が

u
d
y
a
m
a
m

に
訂
正
さ
れ
る
と
、

こ
こ
の

例

の

su
g
.
は
削
除

し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

21
 

こ
の
偶
文

の

u
ts
a
h
g
(g
y
am
a
に
訂

正
)

を
長
行

で
は

v
ih
y
a
と

置
き
換
え
て

い
る
が
、

こ
れ

は
偶
頬

の
韻
律
を
合
わ

せ
る

た

め
、

v
iry
m

で
は
シ
ラ
ブ

ル
が
合

わ
な
い
か
ら
で
あ

ろ
う
。

こ
の

v
iry
a
の
チ
ベ

ッ
ト

訳

は

b
h
tmo
u
 h
qq
ru
m
 p
m

(影
印
北
京
版
62

5
1

6
、

デ

ル
ゲ
版

1
4
5

g
H
)
で
あ

る
。

4
3
脚
註
参
照
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
菩
薩
の
発
心
、
大
乗
荘
厳
経
論
、
発
心
の
差
別

(昭
和
63
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費

三
般
研
究
C
の
成
果
の
三
部
)

(大
谷
大
学
助
教
授
)

『大
乗
荘
厳
経
論
』
発
心
品
の
一
考
察
 
(舟

橋
)
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